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(10/4.竹松小学校〉

10月4日¥さわやかな秋空の中、各小学校
では大運動会ガ行われ¥大きな歓声ガ響き渡

っていましだ。

ここ竹松小学校でも、刻稚園児のかけつご

やリレ一、組体繰などいろんな競技が行われ

ましたが¥子供だちの元気なプレーに応援に

かけつけたお父さん¥あ田さんだちも大ハッ

スル。力メラやビデオで追いかけるお父さん¥

必死に声援を送るお田さん芝ちなどで大変な

にぎわいでしだ。

※全国閉鎖性海域フォーラム………… 2~3
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平成 4年11月号広報おおむ ら

ヲま3 3時
金市制施行50周年記念事業・全国閉鎖性海域フォーラム'但

(， 

環
境
問
題
が
地
球
規
模
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
今
日
、
「
海
/
よ
み
が
え
れ
母
な
る
海

よ
」
を
テ

l
マ
に
、
圏
内
初
の
「
全
国
閉
鎖
性
海
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
位
」
が
叩
月
ー
日
・

2
日

の
両
日
行
わ
れ
、
環
境
保
全
や
水
質
浄
化
な
ど
大
村
湾
再
生
に
つ
い
て
論
議
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
は
、
大
村
史
談
会
の
久
田
松
和
則
氏
、
県
衛
生
公
害
研
究
所
の
松
尾
征
吾
氏
を
招
い

て
の
大
村
湾
ク
ル

l
ジ
ン
グ
や
市
民
会
館
で
は
、
海
の
人
、
俳
優
の
加
山
雄
三
さ
ん
の
卜
ー

ク
シ
ョ
ー
に
よ
る
前
夜
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

翌
2
日
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
同
じ
閉
鎖
性
海
域
で
悩
む
全
国
の
市
町
村
関
係
者
や
研
究

者
、
大
村
湾
を
き
れ
い
に
す
る
会
、
同
沿
岸
住
民
な
ど
約
i
、

0
0
0
人
が
参
加
。

実
行
委
員
長
の
松
本
市
長
の
あ
い
さ
つ
、
環
境
庁
の
赤
木
水
質
保
全
局
長
が
祝
辞
を
述
べ

ら
れ
た
あ
と
、
長
崎
大
学
教
授
の
有
吉
敏
彦
氏
の
基
調
講
演
、
加
山
雄
三
氏
の
特
別
講
演
、

N
H
K
解
説
委
員
・
伊
藤
和
明
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
|
に
、
ロ
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
市
民

会
館
と
大
村
湾
船
上
で
の
こ
元
中
継
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
は
、
行
政
や
住
民
な
ど
へ
の
提
言
を
盛
り
込
ん
だ
「
大
村
湾
宣
言
」
を
、
大
村
保
健

所
の
石
田
一
美
さ
ん
が
朗
読
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

か
l
制
、

ω

必
z

h
L

l
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丸
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Mm
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齢
a

一
川

大
村
湾
再
生
へ
向
け
、
住
民
参
加
の
必
要
性
な
ど

論
議
さ
れ
た
「
全
国
閉
鎖
性
海
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
位
」

(叩

/
2
・
市
民
会
館
)

森

下

郁

子

氏

(
淡
水
生
物
研
究
所
所
長
)

大
村
湾
は
、
ヘ
ド
ロ
が
溜
ま
っ

て
砂
漠
化
し
て
お
り
、
魚
は
住
め

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

利
水
ド
親
水
に
加
え
、
生
物
の

立
場
に
な
り
、
今
後
は
共
水
と
い

う
考
え
が
必
要
と
な
る
。

大
村
湾
特
産
の
ナ
マ
コ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
計
画
し
た
ら
ど
う
か
。

こ
れ
を
目
標
に
、
楽
し
み
な
が
ら

環
境
づ
く
り
が
で
き
る
の
で
は
。

緒

方

時

雄

氏

(
長
崎
県
保
健
環
境
部
参
事
監

特
年
か
ら
3
か
年
計
画
で
行
っ

た
大
村
湾
水
質
汚
濁
総
合
調
査
で

こ
れ
は
大
変
だ
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
県
独
自
の
水
質
規
準
を
設
け

対
策
を
た
て
て
き
た
。

横浜生まれ、湘

南の茅ヶ崎育ち、

海は生活の一部と

して生きてきたの

で、海の環境には

非常に関心がある。

中学 2年で本物

の船を造り、大学

卒業までに12隻の船を手作り した。

海がすばらしいのはいろんな出会いが

あるから。全 く知らない人も、立場、肩

書 きも関係なく、温かいものを感じなが

ら付き合うことができる。

海が汚れて いくのは本当に残念、行政

まかせでなく、みんなが心を一つにして

浄化運動を盛りあげなければ・ー

特別講演「海とのふれあい」

合
併
浄
化
槽
な
ど
生
活
排
水
処

理
施
設
設
置
へ
の
補
助
金
制
度
を

設
け
普
及
を
図
っ
て
い
る
。

新
た
な
開
発
に
つ
い
て
は
、
水

質
保
全
、
土
地
利
用
な
ど
総
合
的

に
、
計
画
の
段
階
か
ら
業
者
と
検

討
し
て
い
る
。

理
解
度
を
広
げ
る
と
と
も
に
、

実
践
を
ど
う
す
る
か
が
課
題
。

吉
田

安
親
氏

(長
与
町
長
)

清
潔
な
海
を
守
る
た
め
公
共
下

水
道
、
農
業
集
落
排
水
事
業
、
小

型
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
に
や

っ
き
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

国
は
下
水
の
二
次
処
理
ま
で
を

補
助
対
象
に
し
て
い
る
が
、
チ
ッ

素
、
リ
ン
を
取
り
除
く
三
次
処
理

は
、
地
方
自
治
体
で
は
予
算
的
に

無
理
。

長

田

純

夫

氏

(
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
所
長
)

一言
う
よ
り
実
行
、

攻
め
の
施
策

が
必
要
で
、
今
年
4
月
に
全
国
で

は
初
め
て
の
産
学
官
が

一
緒
に
な

っ
た
海
洋
技
術
科
を
新
設
し
た
。

海
水
交
換
を
考
え
て
い
き
た
い
。

宮

崎

正

弘

氏

(
大
島
造
船
所
大
島
工
場
副
工
場

長
)湾

岸
の
人
た
ち
が
何
を
す
べ
き 基

調
講
演

有吉敏彦氏
(長崎大学教授 ・県公
害対策審議会会長)

い
ま
実
行
の
時
期

大
村
湾
は
、
出
入
口
が

1
か
所
で
干
満

差
は
印
叩
、
海
水
の
交
換
も
悪
く
海
は
汚

れ
る
一
方
。
生
活
雑
排
水
が
汚
れ
の
原
因

の
約
6
割
を
し
め
て
い
る
。

も
し
も
、
こ
の
ま
ま
何
も
し
な
い
で
い

る
と
、
4
1
5
年
先
に
は
、
ど
う
し
ょ
う

も
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

地
域
・

家
庭
で
の
生
活
雑
排
水
対
策
な

ど
は
、
人
ま
か
せ
で
な
く
、
私
た
ち
が
実

行
に
移
す
べ
き
時
期
に
き
て
い
る
。

正

黒

木

倉

一

氏

(
大
村
湾
海
区
漁
協
長
会
会
長
)

砂
地
だ
っ
た
所
が
泥
と
化
し
て

い
る
。
ま
た
、
以
前
取
れ
て
い
た

赤
員
が
皆
無
の
状
態
と
な
っ
た
。

海
岸
に
流
れ
つ
い
た
ビ
ニ
ー
ル

や
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
、
空
缶
そ
し

て
、
家
庭
雑
排
水
で
の
水
質
汚
濁

が
目
立
つ
。
大
村
湾
は
、
我
々
の

海
だ
と
の
自
覚
と
認
識
を
持
っ
て

ほ
し
い
。

梁

瀬

俊

正

氏

(
ヤ
ナ
セ
産
業
側
代
表
取
締
役
)

外
国
で
、
よ
く
ハ
ウ
ス
テ
ン
ポ

ス
の
環
境
保
全
対
策
の
す
ば
ら
し

さ
を
聞
か
れ
る
。
日
本
人
と
外
国

人
の
海
と
の
親
し
み
方
の
違
い
を

よ
く
感
じ
る
。

今
後
も
、
大
村
湾
の
環
境
を
何

と
か
し
て
守
っ
て
い
き
た
い
。

か
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
具
体

的
な
P
R
を
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
。

田

川

忠

次

郎

氏

(
大
村
市
漁
業
協
同
組
合
長
)

大
村
湾
の
資
源
を
絶
や
さ
な
い

よ
う
に
、
取
る
泊
醤
木
よ
り
育
て
る

漁
業
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

大
村
湾
を
き
れ
い
に
す
る
会
で

は
、
毎
年
沿
山
庄
清
掃
を
行
い
、
パ

レ
ー
ド
な
ど
に
よ
る
呼
び
か
け
も

行
っ
て
い
る
。

省議
コーデ:ィオ、ーター

伊藤和明氏
(NHK解説委員)

大
島

ロ
同
志
氏

(
環
境
庁
水
質
規
制
課
総
量
規
制

室
長
)

全
国
的
に
、

生
活
系
汚
濁
物
質

の
抑
制
は
、
環
境
基
準
を
達
成
で

き
て
い
な
い
状
況
。

瀬
戸
内
海
は
昭
和
必
年
に
特
別

法
を
制
定
、
東
京
湾
は
第
三
次
対

策
を
展
開
し
て
い
る
。

リ
ゾ
ー
ト
法
に
よ
る
開
発
は
、

開
発
側
と
行
政
側
の
調
整
な
ど
に

つ
い
て
指
導
し
て
い
る
。

埋
め
立
て
は
、
で
き
る
だ
け
し

な
い
こ
と
が
大
切
。

合

田

健

氏

(瀬
戸
内
海
研
究
会
議
会
長
)

瀬
戸
内
海
保
全
臨
時
措
置
法
が

で
き
た
当
時
を
第

一
次
対
策
と
す

る
と
、
現
在
は
第
三
次
の
段
階
。

リ
ン
の
規
制
は
で
き
た
が
、
チ

ッ
素
の
規
制
が
難
し
い
。
リ
ン
・

チ
ッ
素
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
の
規
準

を
検
討
し
て
い
る
。

海
底
の
し
ゅ
ん
せ
つ
で
ヘ
ド
ロ

除
去
を
。

二
次
生
産
が
問
題
。

船
上
で
は
水
質
検
査
な
ど
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
(
大
村
湾
船
上
)

総合司会

野中ともよ氏
(元NHKキャスター)

堤

満

芳

氏

(
琴
海
町
農
協
役
員
)

農
地
が
荒
れ
れ
ば
海
も
荒
れ
る

と
の
認
識
で
、
大
村
湾
再
生

へ
協

力
し
て
い
く
。

測
政
子
さ
ん

(
薬
剤
師
)

市
民
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
生

活
雑
排
水
の
対
策
。
家
で
は
、
米

の
研
ぎ
汁
は
植
木
に
、
油
は
牛
乳

パ
ッ
ク
を
利
用
し
処
理
し
て
い
る
。

市
民
会
館
パ
ネ
リ
ス
ト
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大島高志氏健氏合田森下都子氏緒方時雄氏吉田安親氏
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梁瀬俊正氏

大
村
湾
船
上
。ハ
、
不
リ
ス
ト

長田純夫氏宮崎正弘氏田川忠次郎氏堤政子さん
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e市制施行50周年記念事業

ー
お
お
む
ら
ハ
イ
テ
ク
・
物
産
フ
工
戸
l

県
内
外
の
先
端
技
術
や
特
産
品

が
集
ま
っ
た
「
お
お
む
ら
ハ
イ
テ

ク
・
物
産
フ
ェ
ア
」
が
叩
月
3
日・

4
日
の
2
日
間
、
大
村
ハ
イ
テ
ク

パ
l
ク
内
の
「
県
工
業
技
術
セ
ン

タ
ー
」
(
池
田
2
丁
目
)
で
聞
か

れ
、
家
族
づ
れ
や
若
い
人
た
ち
な

ど
約
8
、
0
0
0
人
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

技
術
の
ま
ち
お
お
む
ら
を
紹
介

し
、
理
解
を
深
め
、
企
業
の
人
材

確
保
の

一
助
と
す
る
と
と
も
に
、

大
村
の
物
産
振
興
を
図
ろ
p

フ
と
催

さ
れ
た
も
の
で
す
。

た子
ホ供
パた
|ち
クに
ラも
フ人
ト気一
の
官主r
R司

か
っ

フ
ェ
ア
に
は
、
先
端
技
術
を
取

り
入
れ
た
市
内
外
の
約
刊
社
の
企

業
が
参
加
。
九
州
に

1
台
し
か
な

い
と
い
う
バ
イ
ク
や
オ
ー
ロ
ラ
ビ

ジ
ョ
ン
試
写
会
、
全
自
動
捲
線
機

の
実
演
、
ハ
イ
テ
ク
機
器
の
展
示

な
ど
の
ほ
か
、
子
供
た
ち
に
も
人

気
の
あ
っ
た
ホ
パ

l
ク
ラ
フ
ト
、

ソ
ー
ラ
ー
カ

1
、
電
気
で
走
る
ス

ク
ー
タ
ー
の
試
乗
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
大
村
の
物
産
品
も
所
狭

し
と
並
べ

ら
れ
、
買
物
客
の
人
気

を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。一『喝さ約

れ 70
た点
時の
代貴
町展重
(な
10資
/ 料
3 カイ
展

r 史 -
t・1 刀t

~~i 

価値ある資料ずらり
二大村の時代展二

全自動捲線機の実演(写真)

など、ハイテク機器がせい

ぞろい。

50時間

4051\~♂休み怒し
=マラソンソフト50・総得点1c.t1.024点二

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
、
市
民
の
親

睦
と
交
流
の
輪
を
広
げ
、
市
制
印

周
年
の
思
い
出
を
つ
く
ろ
う
と
、

「
マ
ラ
ソ
ン
ソ
フ
ト
印
」
が
補
助

グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

少
年
か
ら

一
般
、
壮
年
ま
で
の

「西洋との出会

いJ r大村の歴史

と文イヒ」の 2つを

テーマとした「大

村の時代展」が、

10月 3日カBら25日

まで聞かれました。

歴史博物館建設 洋橿

の計画がある大村市にとって、意義深い時代

展 となりました。
せいがん

会場には、聖寵や泰西王侯騎馬図、南蛮扉

風、大村純忠、書状、メダリオン、天正少年使

節記、ポノレトガノレ帆船模型、大砲 「国崩し」、

南蛮漆器、印刷機、幻の焼き物といわれる 「長

与三彩」など、大村市が収集しているものの

ほか、県内外の博物館や個人所蔵の貴重な資

料を数多く展示。

旧石器時代から明治維新までの歴史、西洋

文化との出会いによる日本文化への影響など

カ言うかカ言えました。

a 
-

職
場
、
町
内
、

子
供
会
、
各

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
か
ら

1
0
0
チ
l
ム
が
参
加
、
「
さ

く
ら
チ

1
ム
」
と
「
し
よ
う

ぶ
チ
l
ム
」
に
分
か
れ
て
の

競
技
で
す
。

日
月
9
日
午
後
の
開
会
セ

レ
モ
ニ
ー
で
は
、
ミ
ス
大
村

の
坂
井
栄
里
さ
ん
、
ミ
ス
花

し
よ
う
ぶ
の
林
田
文
子
さ
ん

に
よ
る
始
球
式
が
終
る
と
、

い
よ
い
よ
試
合
開
始
、
午
後

2
時
の
号
砲
と
と
も
に
印
時

間
休
み
な
し
の
競
技
が
始
め

ら
れ
ま
し
た
。

切
に
な
る
高
齢
者
の
方
の
ハ
ッ

ス
ル
プ
レ

l
、
眠
た
い
目
を
こ
す

り
こ
す
り
、
深
夜
の
競
技
に
参
加

し
た
人
も
い
て
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
お

気
の
毒
な
気
も
し
ま
し
た
が
、
み

ん
な
和
気
あ
い
あ
い
の
中
で
プ
レ

ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

日
時
間
の
ト
ー
タ
ル
は
、

得
点

で
は
さ
く
ら
チ

i
ム
5
3
9
点、

し
よ
う
ぶ
チ
l
ム
4
8
5
点
、
総

得
点
1
、
0
2
4
点
で
、
総
イ
ニ

ン
グ
数
は

4
0
5
回
で
し
た
。

- 4 

深夜を問わず、 50時間休みなしで行われた
マラソンソフト50(10/9・補助グランド)

宣誓・・・
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φ
三一
一
一市
制
施
行
印
周
年

( 

盛
大
に
健
康
・
福
祉
ま
つ
り

け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ヘ
ル
シ

l
ウ
ォ

l
ク
や

熱
気
球
試
乗
も
人
気
を
集
め
て
い

ま
し
た
。

ン
で
健
康
・
福
祉
ま
つ
り
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
や
福
祉
へ
の
意
識

を
高
め
、
い
き
が
い
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
と
聞
か
れ
た
も
の
で
す
。

約
半
年
か
け
て
、
車
イ
ス
で
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
4
、

2
0
0

キ
ロ
横
断
を
達
成
し
た
宮
崎
美
奈
さ

ん
の
講
演
で
は
、
横
断
へ
の
決
意

か
ら
横
断
中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど

の
体
験
談
を
通
じ
、
地
道
な
努
力

の
尊
さ
な
ど
を
訴
え
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
会
場
に
は
健
康
相

談
、
食
生
活
改
一
善
、
臨
床
検
査
、

歯
科
相
談
、
エ
イ
ズ
対
策
コ
ー
ナ

ー
や
年
金
、
保
険
相
談
な
ど
が
設

け
ら
れ
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
各
種

相
談
を
す
る
人
た
ち
が
多
く
見
受

き
ず
こ
う
健
康
・
ふ
れ
あ
う
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
叩
月
刊
日
、
市
コ
ミ
セ

t2~但題担9定
二金婚祝賀記念昂贈呈式二

今回金婚式を迎えられた41組のご夫
婦に記念品が手渡されました。

(10/12・市コミセン)

結婚50周年を祝った

金婚祝賀記念品贈呈式

が10月12日、市コミセ

ンて守子われました。

今回金婚式を迎えら

れたのは41組のご夫婦。

戦前、戦後の激動の時

代から半世紀、共に励

まし、助けあいながら

今日の家庭を築くとと

もに、大村の発展に寄

与されました。

松本市長は、これまでの人生に敬意を表すとともに「今

後も、体を大切にし仲良くお過ごしください」とあいさつ

し、 1組ずつに祝賀状と記念品を贈呈。受賞者を代表し、

田中大二 さん(西大村本町)がお礼を述べられました。

約四種・1，000本のシャクナゲ
=裏見の湾周辺整備が完成二

福
重
・
松
原
合
同
の
裏
見
の
滝

観
光
開
発
推
進
委
員
会
(
山
下
正

俊
会
長
)
が
、
平
成
2
年
度
か
ら

3
か
年
計
画
で
進
め
ら
れ
て
き
た

同
周
辺
整
備
が
完
成
、
日
月
ロ
日
、

現
地
で
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
な
ど

7
0
0
0人
マ
に
ぎ
わ
っ
た

室
係
目
ワ
ェ
ス

9

戦
後
、
民
間
航
空
再
開
刊
周
年

を
記
念
し
た
空
の
日
フ
エ
ス
タ
が

9
月
初
日
、
長
崎
空
港
で
開
か
れ
、

県
内
各
地
か
ら
訪
れ
た
家
族
連
れ

な
ど
約
7
、
0
0
0
人
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

一
般
開
放
さ
れ
た
空
港
エ
プ
ロ

ン
で
の
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

ミ
ス
大
村
の
坂
井
栄
里
さ
ん
の
1

日
空
港
長
の
任
命
式
や
飛
行
機
の

花
木
の
整
備
充
実
、
案
内
板
の
設

置
な

E
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

落
差
約
初
れ
あ
る
裏
見
の
滝
、

同
委
員
会
が
、
大
村
ひ
い
て
は
県

下
の
名
所
に
し
よ
う
と
、
大
村
幻

活
性
化
地
域
活
動
事
業
と
し
て
取

り
組
ま
れ
た
も
の
で
、
遊
歩
道
も

山
口
に
拡
幅
、
石
段
を
付
け
傾
斜

も
ゆ
る
や
か
に
な
り
、
中
腹
に
は

滝
が
見
れ
る
よ
う
に
、
雑
木
も
伐

採
、
周
辺
に
は
ツ
ク
シ
シ
ャ
ク
ナ

ゲ
や
西
洋
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
約
初
種
・

1、

0
0
0
本
や
山
桜
な
ど
が
植

え
ら
れ
、
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
滝
だ

け
で
な
く
花
も
楽
し
め
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

式
に
は
、
松
本
市
長
や
地
元
関

係
者
な
ど
約
印
人
が
出
席
、
神
事

や
案
内
板
の
除
幕
な
ど
で
完
成
を

祝
い
ま
し
た
。

展
示
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
管

制
塔
の
見
学
、
体
験
飛
行
、
そ
し

て
花
文
字
山
で
は
、
ド
ラ
ゴ
ン
ポ

ー
ル
シ
ョ
ー
や
自
衛
隊
音
楽
隊
の

演
奏
、
大
声
大
会
、
大
村
の
郷
土

芸
能
で
も
あ
る
「
黒
丸
踊
」
も
披

露
さ
れ
る
な
ど
、
終
日
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。
こ
の
行
事
は
、
今
年
が
民
間
航

空
再
開
刊
周
年
に
あ
た
る
た
め
、

「
空
の
日
」
「
空
の
旬
間
」
を
新

た
に
設
け
た
の
に
伴
い
催
さ
れ
た

も
の
で
す
。

飛行機の展示などが行われた

空の日フェスタ(9/20・長崎空港)

黒丸踊
5 -



カメラ

スポット

A赤い羽根共同募金運動は12月末まで
(10/十長崎空港〉

10月オ臼朝、赤い羽根空の第刊重
ガ長崎空港に到善。同空港工プ口ン

で伝達式ガ行われました。

今回で45閏年を迎えた赤い羽根共
同募金、民間社会福祉事業を大きく

支えてきています。

伝達式では¥全日空スチュワーデ

スから¥厚生大臣、中央共同葬金会

のメツセ ジガ松本市長や黒の共同

募金会の山口理事らに届けられ¥そ

れぞれの胸に赤い羽根ガつけられま

しだ。

この募金運動は12月いっぱい行わ
れます。

.議

企スティックさばきもみごと
(9/30・松並2丁目市立病院跡地〉

高齢者の変通安全意識の向上、交通ルーん

やマナーなどに山ガけ¥去さ通事故を防i土しよ

うと、市主主通安全協会主催の受通安全ゲート

ボール大会ガ9月30日、市立病院跡地で行わ
れましだ。

大会には¥市内の老人会などから44チーム、
約350人ガ参加、受通安全宣言などのあと競
技開始、普段練習を重ねられているだ、けあっ

て、スティックさばきもみごとで、チームの

患もピッタリです。

優勝は三城チームで、しだ。

広報おおむら平成 4年11月号

Vよみがえれ琴の海
(9/15.海上自衛隊横海岸〉
、、よみがえれ琴のi岳、、をキャッチフレーズ

に「?蛮cup'92 i nおおむらJ ガ9月刊日、
海上自衛隊横海岸で行われにぎわいましだ。

大村j奮をもっと畠近に感じ触れあう事によ

り¥大村湾を大切にしようというのがねらい。

大会では¥リサイクルし疋ものなど¥自慢

~ .1'1¥ 、

企暴力団追放・非行防止を呼びかけ
(10/10・本町戸ーケード〉

秋の全国防犯運動く10/11~20)を前に10月

刊日、本町戸一ケードで、街頭キャンペ ンを

行い、防犯意識の高揚を図りましだ。

キャンペ ンでは¥1日警察署長に任命さ

れだ向陽高校の米国人教師、クリスティーヌ-

シャ マンさんをはじめ防犯協会員などが¥

風船や花の種、チラシなどを自己り、暴力団追

放や少年の非行防i上などを呼びかけましだ。

の手作りで出場したイ力ダレ スをはじめヨ

ツトレース、大声大会、マリンジェット体験

試乗などのほか、大村湾の状態を実際に男て

もらおうという大村湾観察クル ジンゲも行

われましだ。

h
p
 
感
動
の
人
生
エ
ッ
セ
イ
(
9/
却
・
市
民
会
館
)

寸
肝
っ
玉
か
あ
さ
ん
し
ゃ
「
あ
り
が
と
う
し
な
ど
、

人
気
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を
手
が
け
だ
T
B
S
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
、
石
井
ふ
く
子
さ
ん
を
招
い
て
の
文
化
講
演

会
ガ
9
月

m日
、
市
民
会
館
で
開
か
れ
ま
し
疋
。

石
井
さ
ん
は
¥
「
山
に
お
し
ゃ
れ
を
し
と
題
し
て
、

仕
事
仲
間
で
あ
る
橋
田
寿
賀
子
さ
ん
と
一
緒
の
と
き

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
¥
「
あ
り
が
と
う
L

の
由
来
な
ど

を
楠
快
な
タ
ッ
チ
で
講
演
。
今
ま
で
の
体
験
を
通
じ

て
の
人
生
エ
ッ
セ
イ
に
、
満
席
で
埋
ま
つ
だ
会
場
は
¥

す
ば
ら
し
い
感
動
に
包
ま
れ
ま
し
だ
。

fう

4 

h
F
楽
し
く
白
と
子
の
集
い

(
叩
/
什
・
市
民
体
育
館
)

市
田
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
主
催
の
田
と
子
の

ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
ガ
旬
月
竹
日
、
市
民
体
育
館
で

行
わ
れ
ま
し
だ
。

大
会
に
は
¥
三
浦
か
ら
松
原
ま
で

8
地
区
か

ら
約

4
0
0人
、
ガ
参
加
。
田
子
た
す
け
あ
い
や

け
つ
圧
測
定
¥
ス
プ
ー
ン
レ
ー
ス
¥
玉
入
れ
な

ど
の
競
技
を
楽
し
み
ま
し
た
。

今
回
で
叫
回
目
を
迎
え
た
由
と
子
の
ス
ポ
ー

ツ
大
会
、
年
々
、
充
実
し
だ
受
流
の
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。

6 -
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願あの くb

すまし ょう { 
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合 富田

霊と 園
第
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無
料
調
停
相
談
会
を
開
き
ま
す

民
事
・
家
事
調
停
委
員
が
親
切

に
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
日
月
幻
日
樹
、
午
前
日
時

l
午
後
4
時

場
所
市
民
会
館
大
会
議
室

相
談
の
種
類
金
銭
、
土
地
、
建

物
、
夫
婦
、
親
子
、
相
続
な
ど
に

関
す
る
調
停
手
続
き
問
題

問
い
合
わ
せ
長
崎
地
方
裁
判
所

大
村
支
部
庶
務
課
(
宮
@
3
5
0

4年版
県民手帳

頒
価

4
5
0
円

申
込
期
限
日
月
初
日
側

申
込
先
企
画
調
整
課

ふ
る
さ
と
長
崎
県
の
情
報
が
い

っ
ぱ
い
の
便
利
な
手
帳
で
す
。

ぜ
ひ
ご
愛
用
く
だ
さ
い
。

サ
イ
ズ

9
m
×
口

m

本
冊

1
2
6
ペ
ー
ジ
、

料
編
引
け
ぺ

l
ジ

訂止て てつ モて、ベ6 わおF1EE 1-F 

すまし たまL 森や験教室と与 のカジメラ 量思~ 守
7 

別
冊
資



国
民
健
康
保
険

塩
分
を
と
り
す
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か

高
血
圧
や
脳
卒
中
、
心
臓
病
な

ど
の
成
人
病
は
、
塩
分
の
と
り
す

ぎ
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
ま

す
。
で
は
、
私
た
ち
は
1
日
ど
の

く
ら
い
の
塩
分
を
と
っ
た
ら
よ
い

の
で
し
ょ
う
。

本
来
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
く

た
め
に
必
要
な
1
日
の
食
塩
量
は

1
グ
ラ
ム
以
下
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
現
在
の
平
均
的
日
本
人
の

摂
取
量
は
ロ
グ
ラ
ム
く
ら
い
で
、

そ
の
う
ち
の
約
半
分
が
調
味
料
か

老齢福祉年金受給権者の皆さんヘ

年金証書をお返ししています

ら
摂
取
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

で
き
る
だ
け
う
す
味
に
慣
れ
る

よ
う
に
家
族
寸
る
み
で
減
塩
運
動

を
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

①
漬
け
物
は
浅
漬
け
。
き
め
た
量

だ
け
小
皿
に
分
け
て
。

②
酢
、
油
、
香
味
野
菜
を
上
手
に

12月期分は
11月11日から
4月期分は
平成5年4月9巴
から受給できます。

8月の定時届時にお預りし

た年金証書(緑色の手帳)を

10月20日に書留でお送りして

います。

12月期分は11月11日から、

次の 4月期分は平成 5年 4月

9日から受給できます。

来年4月期分受取後に再度

証書を提出していただきます

(該当者のみ)が、今回、証

書返送用封筒を同封していま

すので¥ 4月におイ夏いく fごさ

鼠
限
…

使
え
ば
う
す
味
で
も
お
い
し
い
。

③
ラ
ー
メ
ン
な
ど
、
め
ん
類
の
ス

ー
プ
は
全
部
は
飲
ま
な
い
。

④
加
工
食
品
は
予
想
以
上
に
塩
分

が
多
い
の
で
食
べ
す
ぎ
な
い
。

⑤
み
そ
汁
は
実
だ
く
さ
ん
に
し
て

1
日
1
杯
だ
け
に
留
ど
め
る
。

⑥
し
よ
う
ゆ
や
ソ

l
ス
は
、
ま
ず

味
を
み
て
か
ら
か
け
よ
う
。

今
月
は
、

8
月
に
か
か
っ
た
医

療
費
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
、
保
険
年
金
課

保
険
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
巴
感
謝
状

こ
の
ほ
ど
長
崎
市
で
聞
か
れ
た

「
長
崎
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

総
会
」
で
、
人
権
擁
護
委
員
と
し

て
、
国
民
の
人
権
の
擁
護
と
人
権

思
想
の
普
及
高
揚
に
貢
献
さ
れ
た

石
橋
正
夫
さ
ん
、
谷
本
康
子
さ
ん

が
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

。
石
橋
正
夫
さ
ん
(
久
原
1
丁
目
)

法
務
省
人
権
擁
護
局
長
感
謝
状

。
谷
本
康
子
さ
ん
(
杭
出
津
2
丁

目
)
長
崎
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

長
感
謝
状

石橋正夫さん

(久原 1丁目)

谷本康子さん

(杭出津 2丁目)

用勤者
く信績
だ協界
さを持
いごx
f利ヘ

-
市
長
の
発
行
す
る
所
得
証
明
書

が
発
行
で
き
る
こ
と

問
い
合
わ
せ
財
長
崎
県
勤
労
者

信
用
基
金
協
会
(
県
庁
労
政
福
祉

課
内
2
0
9
5
8
@
3
4
8
1
)

-8-

内 '句口会マi 
冠婚葬祭・自動車購入・医療

その他生活に必要な資金

保証限度 150万円

保証期限 7年(100万円までは 5年)

貸付利率 年 6.2%

連帯保証人 原則 l人以上

保証率
当初債務保証額×保証期間(年)
XO，36% 

勤
信
協
は
、
労
働
組
合
が
な
い

企
業
で
働
い
て
い
る
人
が
金
融
機

関
か
ら
お
金
を
借
り
る
と
き
、
そ

の
保
証
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
融

資
を
受
け
や
す
く
し
、
働
く
人
々

の
安
定
と
向
上
に
資
す
る
た
め
に

設
立
さ
れ
た
保
証
機
関
で
す
。

利
用
で
き
る
人

・
申
込
日
現
在
の
職
場
に

2
年
以

上
勤
務
し
て
い
る
人

・
平
均
月
収
が
返
済
払
込
月
額
の

4
倍
以
上
で
あ
る
こ
と

ね
ぜ
MwhVNvhザ
M
'
h
v
r
M
w
u
E
V
M
V
O
V
M
V白
ザ
M
p
h
V
M
v
h
q
M
F
h
q
M
v
b
q，
白
qu'白
VMF白
ザ
M
E
q
M
V白
ず
up白
ザ
，
白
V
M
Eぜ白
w臥
ず
up

詳しません/げん銃・白い粉
最近、けん銃による犯罪ガ多発し¥麻薬・寛せい

剤など〈白い粉〉の活染ガ若者を会む 般市民層に

まで、広がっています。

「けん銃-白い粉」は¥健康な人のJ山身をむしば

むとともに¥凶悪な犯罪を引き起こし、平和な日常

生活を破壊しますが¥これらは¥ほとんどが外国か

ら密輔入されています。

「けん銃・白い粉」を撲滅するため¥税関では皆

さんのご協力を待っています。

もしやfと思われたことがあったら

どんな小さなことでも一報をf

(長崎市出島町ft0958③0965)長崎税関



平成 4年11月号広報おおむら

増えつづけ~r不燃ゴミμ

( 

化作戦ノ減

増
え
つ
づ
け
る
「
不
燃
や
コ
ミ
」

の
対
策
と
し
て
、
今
年
4
月
よ
り

モ
デ
ル
町
内
を
指
定
し
て
、
資
源

ゴ
ミ
の
分
別
収
集
を
始
め
て
い
ま

す。
分
別
収
集
は
、
資
源
ゴ
ミ
を
有

効
に
回
収
し
再
資
源
化
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
減
量
化
を
推
進
す

る
も
の
で
す
。

こ
の
運
動
を
推
進
す
る
に
あ
た

り
、
不
燃
や
コ
ミ
集
積
所
に
間
違
っ

て
出
さ
れ
る
事
業
系
(
事
業
系
の

ゴ
ミ
は
町
内
の
不
燃
ゴ
ミ
集
積
所

に
は
だ
せ
ま
せ
ん
)
の
不
燃
ゴ
ミ

お
よ
び
、

一
般
家
庭
か
ら
だ
さ
れ

る
処
理
困
難
物
(
バ
イ
ク
・
タ
イ

ヤ
な
ど
)
は
、
自
己
処
理
し
て
い

た
だ
く
た
め
写
真
の
よ
う
な
ス
テ

不燃ゴミ対策として、今年4月からモデル町内が

指定され分別収集が始められています。

(写真は玖島 3丁目町内会の分別収集)

ツ
カ
ー
を
だ
さ
れ
た
品
物
に
貼
付

し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
清
掃
課
(
宮
⑪
3

1
0
0
)
 

ミ
の
品
物
は
事
巾
米
一
昨

i

一
向
山
市
守
の
事
業
系
ご
み

V
3
4

な
の
で
、
市
で
は
収
集

い
た
し
ま
せ
ん
。

専
門
業
自
に
処
理
を

峠
山
輔
相
ifl
v
F
7-一、
だ
さ
い
‘

こ
の
品
物
は
市
で
は

込
現
で
き
な
い

た
め

収
集
わ
た
し
ま
せ
ん

綿
入
し
た
山
か
処
理
業
者

へ
依
頼
し
て
く
だ
さ
い

自黄

高
年
齢
者
の
雇
用
に

奨
励
金
の
活
用
を

f

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
雇

用
保
険
の
、
適
用
事
業
の
事
業
主

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

-
労
働
協
約
や
就
業
規
則
に
よ
り
、

ω歳
以
上
の
定
年
を
定
め
て
い

る
事
業
主
、
ま
た
は
定
年
を
定

め
て
い
な
い
事
業
主

-
高
年
齢
者
雇
用
率
が

4
%を
超

え
る
事
業
主

-
1
月
l
ロ
月
ま
で
の
各
月
ご
と

の
、
初
日
に
お
け
る

ω歳
以
上

回
歳
未
満
の
雇
用
保
険
の
被
保

険
者
数
の
年
間
合
計
数
が
、
各

月
ご
と
の
初
日
に
お
け
る
臼
歳

未
満
の
雇
用
保
険
の
被
保
険
者

数
の

4
%
(端
数
は
切
捨
て
)

の
年
間
合
計
数
、
ま
た
は
お
人

の
い
ず
れ
か
多
い
数
を
超
え
る

事
業
主

事
業
所
に
支
払
わ
れ
る
奨
励
金

高
年
齢
者
雇
用
率
が

4
%
1
6
%

の
場
合

・
前
年
よ
り
も
増
加
し
た
高
年
齢

者
の
数
に
応
じ
て

1
人

当

り

月

額

3
万
円

高
年
齢
者
雇
用
率
が

6
%を
超
え

る
場
合

-
6
%を
こ
え
る
高
年
齢
者
の
数

に
応
じ
て

1
人
当
り
月
額
3
万
円

.
前
年
よ
り
も
高
年
齢
者
の
数
が

増
加
し
た
場
合
は
、
増
加
し
た

分
に
た
い
し
て

1
人

当

り

月

額

4
万
円

問
い
合
わ
せ
細
長
崎
県
雇
用
開

発
協
会
(
長
崎
市
江
戸
町
5
1
8

中
央
橋
ピ
ル
5
階
8
0
9
5
8
②

6
8
0
5
)
 

こ
の
柱
会
あ
な
た
の
税
が
い
き
て
い
る

ー
税
を
知
る
週
間

H
月
刊
日
i
口
目
l

叫 象者向 、てのl>f_1;f"'l!ι， ~ 
fi54-J1叩 理壇田斎橋聾 c. 

国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
皆
さ

ん
が
豊
か
で
安
定
し
た
暮
ら
し
が

で
き
る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
私
た
ち
の
身
近
な
暮

ら
し
を
見
回
し
て
み
て
も
、
社
会

福
祉
の
充
実
、
住
宅
や
道
路
の
整

備
、
教
育
の
振
興
な
ど
、
そ
の
活

動
は
幅
広
い
分
野
に
わ
た
っ
て
い

ま
す
。税
は
、
こ
の
よ
う
に
国
や
地
方

公
共
団
体
が
活
動
す
る
た
め
の
大

:c. a;著者じっ、 ての釘 .~合せ包 -

~54=3山理部清捕手 巴

切
な
財
源
で
あ
り
、
私
た
ち
が
生

活
の
向
上
と
安
定
を
願
う
限
り
ど

う
し
て
も
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
共
同
生
活
を
維
持
す
る
た

め
の
い
わ
ば
会
費
で
あ
る
と
い
え

ま
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
税
に
つ
い
て
、
そ

の
し
く
み
や
使
い
み
ち
を
十
分
に

理
解
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
上
で
、

正
し
い
申
告
と
納
税
を
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
日
月
日
日
か
ら
口
日

ま
で
を
「
税
を
知
る
週
間
」
と
し
、

「
こ
の
社
会
あ
な
た
の
税
が
い
き

て
い
る
」
を
テ
l
マ
に
、
税
の
意

義
や
役
割
を
正
し
く
理
解
し
、
考

え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
各
種
の

行
事
を
全
国
的
に
行
い
ま
す
。

年
末
調
整
説
明
会

日
時
日
月
初
日
制

個
人
・
・
・
・
・
:
・
:
:
:
・
午
前
叩
時
か
ら

法
人
・
官
公
庁
等
・
:
午
後
1
時
初

分
か
ら

会
場
市
民
会
館

問
い
合
わ
せ
諌
早
税
務
署
(
宮

⑫
1
3
7
0
)
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がんP2ずねノ

印
歳
で
現
役

ー
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ー

井

上

武

治

さ

ん

(
印
歳
・
原
口
町
)

子
供
に
手
作
り
の

お
や
つ
を

l
M
S
M
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
l

要譲
t 

s 

川
久
保
敬
子
さ
ん

(
お
歳
・
沖
田
町
)

n 

山口さん家族(今富町)

王子成 4年11月号広報おおむら

右
か
ら
、
キ
ミ
子
さ
ん
側
、
広
人
く
ん
凶
、
政
則
さ
ん
側
、

功
く
ん
刷
、
聖
二
く
ん
問
、
和
代
さ
ん
側
、
正
さ
ん
制

タ
ミ
さ
ん
側
、

なかよし家族
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
を
始
め
て
日
年
、

紛
歳
の
今
も
現
役
で
頑
張
っ
て
お

ら
れ
る
井
上
さ
ん
。
シ
ニ
ア
ソ
フ

ト
の
互
寿
会
に
所
属
さ
れ
て
お
り
、

最
年
長
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
す
。

先
般
行
わ
れ
た
マ
ラ
ソ
ン
ソ
フ

ト
印
で
は
、

1
番
バ
ッ
タ
ー
で
外

野
を
守
ら
れ
る
元
気
さ
、
こ
の
日

は
ス
ロ
!
ピ
ッ
チ
で
し
た
が
、
い

つ
も
は
フ
ァ
ー
ス
ト
ピ
ッ
チ
で
の

プ
レ
ー
を
さ
れ
る
と
い
う
か
ら
驚

き
で
す
。

若
い
こ
ろ
か
ら
銃
剣
道
に
始
ま

り
、
剣
道
、
軟
式
野
球
で
体
を
鍛

え
、
現
在
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と

ゲ
l
ト
ボ
l
ル
に
明
け
暮
れ
る
毎

日
だ
そ
う
で
す
。
ゲ
ー
ト
ボ

1
ル

牛
乳
や
野
菜
、
海
藻
類
を
組
み

年

〆

ろ

ど
り

合
わ
せ
た
「
M
&
M
料
理
コ
ン
ク

ー
ル
」
が
、
毎
年
大
村
市
で
聞
か

れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
、
川
久
保

さ
ん
の
作
品
が
優
秀
賞
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
は
、
午
乳
・
乳
製

品
と
緑
黄
色
野
菜
、
海
藻
・
小
魚

の
3
部
門
。
川
久
保
さ
ん
は
、
牛

乳
・
乳
製
品
部
門
で
「
ピ

i
ン
ズ

蒸
し
パ
ン
」
を
出
品
さ
れ
た
。

普
段
か
ら
、
「
子
供
に
手
作
り

の
料
理
を
食
べ
さ
せ
た
い
/
ど
う

し
た
ら
野
菜
を
食
べ
て
く
れ
る
か

/
」
と
の
願
い
か
ら
い
ろ
い
ろ
考

え
、
午
乳
・
ゴ
マ
・
パ
ン
・
ゆ
で

た
大
豆
や
小
豆
な
ど
を
使
っ
た
お

/ 
¥ 

ぼ
く
の
か
ぞ
く
は
、

く
で
す
。
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
と
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
、
ハ
ウ
ス
、
て
い
ち
ご

を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
畑
で
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。

ぼ
く
と
弟
は
、
す
も
う
の
れ
ん

し
ゅ
う
に
、
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

一
番
下
の
弟
は
、
す
も
う
が
大

好
き
で
、
中
で
も
み
と
い
ず
み
の

フ
ァ
ン
で
す
。

ぼ
く
の
か
ぞ
く
は
、
み
ん
な
な

か
よ
く
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

(
つ
と
む
)

8
人
か
ぞ

で
は
、
協
会
の
理
事
長
と
し
て
も

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

井
上
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
に
眼

科
に
は
か
か
っ
て
い
る
も
の
の
、

内
科
の
病
気
は
し
た
、
」
と
が
無
い

と
の
こ
と
。
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
、
睡

眠
は
良
く
と
り
、
多
趣
味
の
持
ち

主
、
ま
た
、
「
抹
香
法
」
と
い
う

体
操
は
毎
日
欠
か
し
た
、
」
と
が
な

い
そ
う
で
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
健

康
法
が
あ
る
の
か
も
。

「
動
か
な
い
と
ボ
ケ
る
」
と
い
わ

れ
る
井
上
さ
ん
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

ゲ
l
ト
ボ

l
ル
、
老
人
会
と
お
忙

し
い
毎
日
を
送
っ
て
お
ら
れ
ま
す

が
、
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
頑
張

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

や
つ
を
作
る
よ
う
に
な
っ
た
。
子

供
た
ち
も
抵
抗
な
く
食
べ
て
く
れ

る
た
め
、
今
回
の
出
口
聞
と
な
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
ニ
ン
ジ
ン
や
ホ

l

レ
ン
草
な
ど
を
工
夫
し
た
お
や
つ
、

副
食
な
ど
に
も
心
掛
け
て
お
ら
れ

る
そ
う
で
す
。

健
康
づ
く
り
の
源
は
食
生
活
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
の
社
会
、
い
ろ
ん
な
加
工
食

品
が
出
回
っ
て
い
ま
す
が
、
子
供

だ
け
で
な
く
私
た
ち
の
健
康
に
も
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
手
作
り

の
味
に
勝
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
も
、
こ
の
機
会
に
何
か

挑
戦
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
ベ
ノ
カ
。

t、u 

/ 

¥ 

問問問一こちら自由席一

私
た
ち
健
康
ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル
は
、

長
崎
か
ら
来
て
く
だ
さ
る
高
見
千

鶴
子
先
生
の
や
さ
し
い
ご
指
導
の

も
と
で
勉
強
し
て
い
ま
す
。

ヨ
ガ
と
申
し
ま
す
と
、
イ
ン
ド

の
行
者
の
き
び
し
い
修
行
を
思
い

浮
か
べ
ま
す
が
、
先
生
は
自
分
の

出
来
る
範
囲
で
よ
い
と
お
っ
し
ゃ

い
ま
す
の
で
、
無
理
は
し
ま
せ
ん
。

先
生
の
や
わ
ら
か
い
美
し
い
ポ
ー

ズ
を
羨
望
の
ま
な
こ
で
追
い
な
が

ら
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
頑
張
っ
て
い

健康ヨガサ白ワル

- 10 

ま
す
。
呼
吸
法
の
重
要
さ
は
、
す
べ
て

の
行
動
に
共
通
す
る
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。
ね
じ
り
の
ポ

l
ズ
、
ネ

コ
の
ポ

i
ズ
、
ラ
ク
ダ
の
ポ

i
ズ、

そ
の
ほ
か
色
々
あ
り
ま
す
が
、
す

べ
て
病
気
の
予
防
に
役
に
立
つ
と

い
う
お
話
で
す
。
多
少
の
苦
し
さ

を
の
り
こ
え
て
、
終
了
し
た
時
の

壮
快
感
は
得
難
い
も
の
で
す
。

こ
ろ
ば
ぬ
先
の
杖
、
自
分
の
健

康
は
自
分
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
ま

す
。
練
習
日
毎
週
土
曜
日
、
午
後
1

時
初
分
1
3
時

場

所

中

地

区

公

民

館

連
絡
先
吉
野
(
包
③
4
0
6
1
)

ー下

研酉
修大
生村
と中
のの
楽生
し徒
いと
ひ中
と園
と・
き上
二海
10県
/ の
12産
業
西 技
大~.:.
村 m

西大村中学校(楠本清一郎校長、生徒797士
人)は、中国・上海県の七宝中学校と交流を

続けていますが、 10月12日、吉原工業で縫製

の技術を学ばれている、中国上海県産業技術

研修生15人を招き、国際交流で親睦を深めま

し7ニ。
応援団の歓迎エール、吹奏楽部による中国

でよく歌われている曲の演奏などで大歓迎。

研修生たちも赤とんぼを日本語で歌うなど、

笑顔と拍手の中で楽しいひとときを過ごしま

しt:..。

こ村
は湾大
、に村

「突公
新上き国
蔵2出の
i度はたキ反
止と場敷
」 戸斤櫓3
とがの
H乎あす
~;f り くや
れま下
、すに
j工。
戸こ大

F

策
ん

「
散
」

{
n
J
ん

h
h
b
L
 

闘

い

‘

、

回

r

?

ふ
ぺ

，，
FI--'--

米の積揚げがここで
一新蔵波止蹄二

西中で国際安涜

新蔵波止跡(大村公園先)

時
代
、
米
の
荷
揚
げ
の
た
め
の
波

止
と
し
て
、
利
用
さ
れ
て
い
た
所

で
す
。貞
享
3
年

(
1
6
8
6
)
8
月、

大
村
藩
は
、
幕
府
か
ら
の
官
米
3
、

0
0
0
石
を
預
か
る
こ
と
に
な
寸

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
藩
で
は
水
主

(
水
夫
)
が
住
ん
で
い
る
所
に
2

棟
の
米
蔵
を
建
て
(
新
蔵
と
も
呼

ば
れ
た
)
、
米
の
荷
揚
げ
の
た
め

の
波
止
を
造
り
ま
し
た
。
波
止
の

長
さ
約
幻
間
(
約
刊

m)
、
幅
4

間
2
尺
(
約
8
m
)
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
新
蔵
波
止
跡
は
、
現
在
で

も
、
原
形
の
ま
ま
残
っ
て
お
り
、

近
所
の
子
供
た
ち
の
水
遊
び
の
場
な
ど
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
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麻
し
ん
予
防
接
種
実
施
中

該
当
す
る
幼
児

・
生
後
日
か
月
i
η
か
月
ま
で
の
麻
し
ん

に
か
か
っ
た
こ
と
の
な
い
幼
児
お
よ
び
、

麻
し
ん
予
防
接
種
を
受
け
た
、
」
と
の
な

い
幼
児
。

接
種
方
法
個
別
接
種
で
す
の
で
、
直
接

指
定
さ
れ
た
医
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

料

金

無

料

接
種
期
限
日
月
初
日
側

た
だ
し
小
児
科
医
院
に
お
い
て
は
翌
年

3
月
ま
で
実
施
。

お
願
い
接
種
の
と
き
は
、
母
子
健
康
子

帳
、
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
環
境
衛
生
課
保
健
衛
生
係

予防接種指定医療機関

医 F完 名 住 所 電話番号

松井 医 院 久原 2丁目 53-6624 

寺井 医院 玖島 1丁目 52 -3574 

松尾 医 院 玖島 1丁目 52 -4412 

。田川小児医院 東 本 回T 52-4000 

近藤医 院 東 本 田T 54-1166 

ともなが内科クリニック 杭出津2丁目 54-5000 

。出口小児科医院 諏訪 3丁目 52-2252 

与那城 医 院 池田新町 53-5575 

。野口内科こども医院 西大村本町 52-2339 

。須田小児科医院 植松 3丁 目 54-7200 

桝本産婦人科内科医院 大川田町 55 -8355 

原 医 F完 宮小路1丁目 55 -8427 

牧 山 医 院 宮小路2丁目 55-7831 

長崎医院 寿 古 田I 55-8615 

渡辺医院 松原 1丁目 55 -8275 

( 

三
種
混
合

(
百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
戸
・
破
傷
風
)

予
防
按
種
実
施
中

子
供
の
体
調
の
良
い
と
き
に
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
年
聞
を
通
じ
て
無
料
で
実
施
し

て
い
ま
す
。

個
別
接
種
に
な
っ
て
ま
す
の
で
指
定
さ

れ
た
医
院
で
接
種
日
な
ど
ご
予
約
の
う
え

医
療
教
育
講
演
会

日
月
ロ
日
鋼
、
午
後
6
時
初
分
1

日
時
8
時
場
所
大
村
市
医
師
会
館

テ
ー
マ
変
貌
す
る
精
神
病
院
の
姿

8月は除く)実施医院です。

老人の医療受給者証を
更新します

(Q)4月~翌年 3月

接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
広
報
お
お
む
ら
印
月
号
ま

た
は
、
環
境
衛
生
課
保
健
衛
生
係
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

県
立
大
村
病
院
長

吉
浦
一
成
先
生

入
場
料

一
般
市
民
は
無
料

主
催
大
村
市
医
師
会
、
大
村
看
護
高
等

専
修
学
校
同
窓
会

問
い
合
わ
せ
大
村
看
護
高
等
専
修
学
校

内
事
務
局
(
宮
@
6
7
1
2
岩
永
)

講
師

70歳以上のお年寄り (65歳 -69歳

の身体に障害を持った人てや老人保健

の認定を受けた人)て¥医療受給者

証をお持ちの人は、全員更新が必要

です。

ただし、有効期聞が平成 9年11月

30日までの人は更新の必要はありま

せん。

持ってくるもの ・印鑑・現在使用

中の医療受給者証・加入している健

康保険証・原爆手帳や身体障害者手

帳

時間午前 9時30分~午後 4時

問い合わせ 福祉課福祉係(内線 1

5 5) 

( 

健康テレホふサービス

月 気胸
月11 火 び骨の痛み

の 水 解熱剤について
ア 木 鼻血
/主¥ 「入れ歯の話」パートII入れ歯安定剤マ
土-日 更年期障害

- 12-

更新 日 メ~玉 場 地区

11月16日何)
市 役 所 大村地区

11月17日ω
11月18日(水) 西大村出張所

西大村地区
11月19日同 (中地区公民館)

11月20日幽 竹松出張所 竹松地区

主合田出張戸庁 鈴田地区

11月24日(火) 三 浦出張所 コj甫地区

福重出張所 福 重 地区

11月25日(水)
萱 i頼出張所 萱 瀬地区

松原出張所 松原地区

11月26日(木) 市 役 所 準世帯

※更新の対象者については、ハガキて。お知らせしますO

程表日更新

t 



平成 4年11月号広報おおむら

文化財は郷土の宝旧円融寺庭園勝名

11月4日~ア日二二文化財保護強調週間

大
村
市
に
は
¥
古
い
時
代
か
ら
祖
先
、
ガ
残
し
て
く
れ

芝
国
民
的
財
産
、
ガ
数
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
¥
私
た
ち
は
愛
護
す
る
と
と
も
に
¥
災
害

な
ど
か
ら
守
り
¥
後
世
へ
伝
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ー
主
な
文
化
財
l

~ 
オオムラザクラ

l無形民俗文化財)
黒丸踊・寿古踊・沖田踊など

念(天然記
オオムラザクラ

やイチイガシ天

然林など

「無原罪の聖母」

今富キリシタン墓碑・五教館御成

門・大村藩

お船蔵跡、な

ど

(有形文化財)
本経寺大村家墓

碑群や大村出土

のメタゃリオン

「無原罪の聖母」

跡史

こ
れ
ら
は
、
国
や
県
の
文
化
財
指
定
を
受
け

て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
ま
だ
多
く
の
史
跡
な

ど
が
方
々
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
社
会
教
育
課

不
正
受
給
は
や
め
ま

!
f
)ど
ノ
.

ー
刊
月
は
寸
雇
用
保
険
が
さ
わ
や
か
受
給
d

推
進
月
間
」

1

雇
用
保
険
制
度
は
、
失
業
さ
れ

た
労
働
者
の
失
業
中
の
生
活
の
安

定
を
は
か
り
、
再
就
職
を
促
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
働
い
て
い
る
事
実

を
隠
し
た
ま
ま
雇
用
保
険
を
受
給

す
る
な
ど
、
不
正
な
受
給
が
ま
だ

後
を
た
ち
ま
せ
ん
。

雇
用
保
険
制
度
の
費
用
は
、
労

働
者
本
人
と
使
用
者
か
ら
納
め
て

い
た
だ
い
た
保
険
料
、
そ
し
て
皆

さ
ん
が
納
め
ら
れ
た
税
金
に
よ
っ

て
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
部
の
受
給
者
に
よ
っ
て
不
正

な
受
給
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
、
制

度
の
健
全
な
運
営
を
匝
害
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

五教館御成門

雇
用
保
険
の
受
給
は
、
正
し
い

申
告
で
き
わ
や
か
な
受
給
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。(ハ
ロ

l
ワ
1
ク
大
村
)

‘ 

米
は
晶
質
表
示
の
あ
る
販
売
盾
で

私
た
ち
が
毎
日
食
べ
る
お
米
は
、

消
費
者
の
皆
さ
ん
が
品
質
、
価
格
、

数
量
な
ど
の
面
で
、
安
心
し
て
買

い
求
め
ら
れ
る
よ
う
、
食
糧
管
理

法
に
よ
り
国
が
責
任
を
も
っ
て
供

給
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
お
米
は
県
知
事
の

許
可
を
受
け
、
品
質
表
示
が
き
ち

ん
と
行
わ
れ
た
庖
以
外
で
は
販
売

愛
の
鐘
建
設
資
金
に

多
額
の
浄
財
を
寄
付

大
村
地
区
更
生
保
護
婦
人
会

(
江
口
久
代
会
長
・

2
6
0
人
)
は

9
月
日
日
、
松
本
市
長
を
訪
れ
、

愛
の
鐘
建
設
資
金
に
役
立
て
て
ほ

し
い
と
印
万
円
を
寄
付
さ
れ
ま
し

た

「
愛
の
鐘
」
は
、
子
供
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
を
願
い
朝
・
夕
、

ス
ピ
ー
カ
ー
を
通
し
て
地
域
に
童

謡
が
流
れ
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
、

同
婦
人
会
の
長
年
の
要
望
で
あ
り
、

寄
付
金
は
、
こ
の
実
現
に
向
け
て

積
み
立
て
ら
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

こ
の
愛
の
鐘
は
、
市
制
施
行
印

周
年
を
記
念
し
て
実
現
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

で
き
ま
せ
ん
。

最
近
、
無
許
可
で
の
販
売
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
米

は
品
質
な
ど
の
保
証
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
県
農
産
課
(
宮

0

9
5
8
@
1
1
1
1
)
ま
た
は
、

長
崎
食
糧
事
務
所
(
宮

0
9
5
8

⑫
3
2
9
1
)
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児
童
読
書

感
想
発
表
大
会

史
料
の
ガ
ス
<
ん
蒸

消
毒
の
た
め

史
料
館
・
図
書
館
を

休
館
し
ま
す

館
内
収
蔵
庫
の
ガ
ス
く
ん
蒸
消

毒
の
た
め
、
日
月
幻
日
出
よ
り
日

月

μ
日

ωま
で
休
館
し
ま
す
。

な
お
、
お
日
闘
は
蔵
書
整
理
日

に
よ
る
休
館
の
た
め
、
初
日
同
よ

り
平
常
通
り
開
館
し
ま
す
。

電
話
加
入
権
を
公
売

の
場
合
は
委
任
状

公
売
台
数
若
干

問
い
合
わ
せ
税
務
課
収
納
係

※
N
T
T
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ

な
い
場
合
は
、
売
却
決
定
を
取

り
消
し
ま
す
。

な
お
、
公
売
開
始
前
ま
で
に

完
納
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

公
売
を
中
止
し
ま
す
。

み
ん
な
あ
つ
ま
れ

「
お
は
な
し
の
つ
ど
い
」

「
お
は
な
し
の
会
」
の
た
の
し

い
つ
ど
い
を
聞
き
ま
す
。

日
時
日
月
日
日
出
、
午
前
日
時

1
日
時

場
所
中
地
区
公
民
館

内
容
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ

(
語
り
聞
か
せ
て
読
み
聞
か
せ
、

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
エ
プ
ロ
ン
シ

ア
タ
ー
な
ど

※
入
場
は
無
料
で
す
。

Uターン希望者対象
企業説明会
日時 11月7日(士)、午後 1時-4時

場所 TOWAりぶホーノレ(大阪市

北区梅田大阪駅前第 4ピノレ20階)

問い合わせ 県労働部職業安定課

(包0958⑫1111)

青
年
海
外
協
力
隊

秋
募
集
説
明
会

日
月
日
日
働
、
午
後
6
時

日
時
初
分
場
所
市
コ
ミ
セ
ン

資
格
満
初
歳
1
ぬ
歳
ま
で
の
日

本
人
男
女

派
遣
地
域
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・

中
近
東
・
中
南
米
地
域
な
ど

派
遣
部
門
農
林
水
産
・
加
工
・

保
守
操
作
・
土
木
建
築
・
保
健
衛

生
・
教
育
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

問
い
合
わ
せ
県
国
際
交
流
課

(宮

0
9
5
8
⑧
0
3
0
2
)

長
崎
県
民
俗
芸
能
大
会

日
時
日
月
日
日
側
、
午
後
1
時

会
場
諌
早
文
化
会
館

入
場
料
無
料

高融1首会。

市
内
の
各
小
学
校
よ
り
推
せ
ん

さ
れ
た
児
童
幻
人
が
発
表
し
ま
す
。

日
時
日
月
3
日

ω、
午
前
9
時

会
場
中
地
区
公
民
館

※
駐
車
場
が
狭
い
の
で
車
で
の
ご

来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
市
立
図
書
館
(
宮
市
税
滞
納
に
よ
り
差
押
え
た
電

@
2
4
5
7
)

話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

¥
i
川
川
」

日

時

日

月

初

日

閥

、

午

後

1
時

一
課

プ

「

初

分

三

r
ン

場

所

市

役

所

第

1
会
議
室

/
f

¥

9

4(J

公
売
方
法
一
般
競
争
入
札

ペ

凶

盟

/

代
金
納
付
期
限
即
納

J

i
ll-11

持
参
す
る
も
の
印
鑑
・
代
理
人

司

vi
gi
l-EF
t
-
i
j
lti
l
i
-
-
i
i
j
i
-
-
i
i
i
f

語、
J
r
;&

曹
司

J

一
切

r
J
v

…一二
ノJ

品、
J

U

E
1
iI¥
A
辺

か

!
j
J
V
'

ヂ
1
1
1
I間

宮

周

ト

一和
怠
マ
品画

L
-汀
リ

ド
吠
会
、
一

一
農

.
J
ラ

-Ll打
担
割

引

ン

売

げ

大

河

一
市
〓
語

醸
しいら

出ラ
H

一矧
ま
?
べ
hjhc
F
4
会主

一
贋

i
ス一

品向

島

(
2
5
立

…
問

調

ー

ん

J

日
柿
品
川
町
中
山
小
わ

-
J

日
ζ

農

か

綱

ち

も

…
跡
第

J

1十
九

mq・1ノ

出
演
種
目

・
黒
丸
踊
(
大
村
市
)

・
道
具
台
傘
浮
立
(
諌
早
市
)

・
滑
石
龍
踊
(
長
崎
市
)

・
木
場
浮
立
(
佐
世
保
市
)
は
か

問
い
合
わ
せ
県
教
育
庁
文
化
課

(
8
0
9
5
8
⑫
5
0
1
0
)
 

チ
ャ
レ
ン
ジ
/

海
抜

o
mか
ら
の
登
山

日
時
日
月
日
日
側
、
午
前
6
時

初
分
(
市
役
所
前
広
場
集
合
)

コ
ー
ス
市
役
所
1
大
多
武
1
南

川
内
l
五
家
原
岳
1
黒
木
バ
ス
停

下
山
参
加
費

2
0
0
円
(
帰
り
の
交

通
費
は
含
み
ま
せ
ん
)

締
め
切
り
口
月
日
日
附

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
村
山
岳
会
(
宮
@
1
8
5
4
池

野
)

-てんまのとらゃん (人形劇17分〉

・うかれバイオリン (戸二メ20分〉

・トム・ソーヤの雷険 (戸二メ27分〉
ー
郡
中
学
校
吹
奏
楽
部

委
定
期
演
奏
会

amz 
日
時

場
所パッチワークキルト作届展

いきいき布遊び

10: 00~1 1: 00 

14: 00~15:00 

ン
一ン
Z
一セ

十
L

一「ミ

ミ「

一
コ
一

-1

コ
一
対

市
一酉

市午 11
民後i 月
会 2 22 
館時日
(開(日)
入演
場
金正

幸斗

- 14 

11 月 3 日(刈~g日目、

午前10時~午後6時30分

※最終日午後5時30分きで

場所大村浜屋6階催事場

主催 中地区公民館手づくりの会

日時
-金のがちょう (戸二メ25分〉

-草原の子テングリ (戸二メ21分〉

-ミツキーマウスと魔法の帽子〈戸二メ10分〉

| 竹月刊自由 i 中地区公民館 | 竹 :OO~1 2 : 00 I 
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視
聴
覚
ラ
ーイ
ブ
ラ
リ

l

何
ミ
リ
映
写
機

操
作
講
習
会

受
講
者
に
は
、
県
教
育
委
員
会

よ
り
「
操
作
認
定
証
」
が
交
付
さ

れ
、
当
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
映
写
機

な
ど
が
利
用
で
き
ま
す
。

日
時
日
月
日
日

ω、
四
日
側
、

午
後
6
時
初
分
1
9
時

受
講
料
無
料

申
込
方
法

電
話
で
市
コ
ミ
セ
ン

(
宮

@
3
1
6
1
)

で
く
だ
さ
い
。

対
象

一
般
成
人

定
員
犯
人
(
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
)

へ
申
し
込
ん

市
立
病
院
消
防
訓
練
を
行
い
ま
す

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す

す的
火 。と入
災 し院
報た患
知消者
器防の
の訓避
べ練難
ノレ を
や 実誘
非施導
常 しを
放ま目

送
が
あ
り
ま
す
が
、
訓
練
の
た
め

の
も
の
で
す
の
で
、
お
間
違
い
の

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日
時
日
月
幻
日
働
午
後
2
時
l

川
護
豊
富
量
量
蓮
華
麗
宿
構
苦
言

E
量忽

県
民
文
化
祭
グ
ラ
ン
ド
フ
ィ
ナ
ー
レ

「
九
響
と
な
が
さ
き
の
演
奏
家
た
ち
」

日
月
お
日
側
、
午
後
3
時

日
時
開
演
会
場
長
崎
市
公
会
堂

内
容
県
新
人
発
表
演
奏
会
初
周

年
を
記
念
し
、
現
在
も
活
動
を
続

け
て
い
る
過
去
の
出
場
者
と
、
九

州
交
響
楽
団
に
よ
る
演
奏
会

入
場
料

一
般
1
、
2
0
0
円、

高
校
生
5
0
0
円
、
小
・
中
学
生

3
0
0
円

問
い
合
わ
せ
県
教
育
庁
文
化
課

(
宮

0
9
5
8
⑧
5
0
1
0
)

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
大
村
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
(
松
並
1
丁
目
宮
@

5

2
2
5
)
 

年
賀
状
の
あ
て
名

書
き
承
り
ま
す

大
村
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
で
は
年
賀
状
、
封
書
な
ど
の
あ

て
名
書
き
、
賞
状
、
命
名
札
、
婚

礼
法
事
の
席
札
、
の
し
紙
書
き
な

ど
承

っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
で
は
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
経
験
と
能
力

を
生
か
し
、

生
き
が
い
づ
く
り
と

し
て
働
ら
く
、
」
と
に
よ
り
社
会
参

加
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
、
お
気
軽

園

日
月
刊
日
出
、

4
時県営パス

白山間銀拶自白

高

祭

午
前
日
時
i
午
後

日
日
側
、
午
前
9
時
叩
分
1
午
後

2
時
場
所
大
村
園
芸
高
等
学
校

学
科
展
、

農
産
物
の
展
示

・
即
売
、

バ
ザ
ー
な
ど

県営パス横山頭線が10月1日か ら

1便増便されました。

どうぞご利用ください。

固刑 11:10発一11:39貴闘
・・・・・・・
・同 J2:39着 12:10発山|
一日， -- 一
比三 lJレ顕l

人工紅門・人工膜脱造設者

社会適応訓練事業

講習
A
Q
一品

午
後
1
時

日

時

日

月
8
日
目
、

1
4
時
初
分

場
所

国
立
長
崎
中
央
病
院

内
容
・
手
術
後
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア

講
師

国
立
長
崎
中
央
病
院
外
科

部
長
古
川
正
人
先
生
ほ
か

そ
の
ほ
か
、
「
ス
ト
I
マ
装
具

に
つ
い
て
」
な
ど

問
い
合
わ
せ
福
祉
課
福
祉
係

(
内
線
1
5
7
)

品川町十
一

す

。ボ

ほ
ス

わ

。、

民

巳

ノ

ヨ

夕

日
月
1
日
申
請
分
よ
り
、
現
在

の
パ
ス
ポ
ー
ト
が
機
械
読
み
取
り

旅
券

(
M
R
P
)
に
変
わ
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
変
更
と
同
時
に
手

数
料
も
改
正
さ
れ
ま
す
。

ー
明
日
へ
の
希
望

l
笑
顔
の
出
会
い
|
」

県
立
ろ
う
学
校

文

化

祭

交
流
会
や
劇
、
作
品
展
な
ど
の

催
し
物
多
彩
。

特
に
高
等
部
の
着
物
や
洋
服
、

焼
物
、
木
材
工
芸
品
な
ど
の
作
品

展
は
圧
巻
で
す
。

大
勢
の
来
校
を
お
待
ち
し
ま
す
。

期
日
日
月
幻
自
由

1
n日
制

時
間

午
前
9
時
i
午
後
4
時

場
所
長
崎
県
立
ろ
う
学
校

内
容
作
品
展
、
売
肩
、
パ
ザ
!
、

喫
茶
、
劇
、
映
画
、
囲
碁
、
将
棋
、

手
話
教
室

こ
の
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
な
催

し
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
長
崎
県
立
ろ
う
学

校
(
宮
@
2
4
4
4
)

旅
券
サ
イ
ズ
縦
1
2
5
ミリ
×
横

∞∞
ミリ

(
現
行
縦
1
5
5
ミリ×
横
引

手
数
料

一
般
旅
券
の
発
給
1
0
、
0
0
0

円
(
現
行
8
、
0
0
0
円
)

な
お
、
新
パ
ス
ポ
ー
ト
へ
の
変

更
に
伴
い
、
提
出
す
る
写
真
の
サ

イ
ズ
な
ど
も
変
わ
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
県
国
際
交
流

課
旅
券
渉
外
班
(
宮
0
9
5
8
⑧

0
3
0
2
)
ま
で
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長
崎
県
婦
人
・
幼
少
年
妨
火
の
つ
ど
い

ご
婦
人
方
な
ど
多
数
の
参
加
を
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
体
験
発
表
、
避
難

お

持

ち

し

ま

す

。

訓

練

な

ど

多

彩

日
時
日
月
ロ
日
制
、

午
前
9
時
※
大
村
市
の
出
演
団
体
・
:
鈴
田
保

ω分
1
午
後
3
時

育

園

お

よ

び

松

原

保

育

園

幼

年

場

所

諌

早
文
化
会
館
(
諌
早
市
消
防
ク
ラ
ブ
、
剣
西
少
年
消
防

宇

都

町

)

ク

ラ

ブ

、

岩

松

・
水
主
町

・
武

催
し
祝
吟
、
ま
り
っ
き
、
わ
ら
留
路
町
各
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

べ
太
鼓
、
竜
踊
り
、

3
B
体
操
、
問
い
合
わ
せ
大
村
消
防
署
(
宮

ミ
ニ
コ
ッ
コ
デ
シ
ョ
な
ど
の
ア
ト

@
4
1
3
8
)

@
消
防
演
習
招
集
サ
イ
レ
ン

日
月
9
日
明
、
午
前
8
時

(
日
秒

1
6
秒
休
止
|
日
秒
)

期
間
中
、
午
後
8
時
を
「
消
防

の
時
間
」
と
定
め
、

1
分
間
サ
イ

レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

火災が発生しやすい時期で

す。1人ひとりが充分注意し

ましょう。

秋の火災予防運動竹月9日---15日

点検を重ねて築♂ 火災ゼロ砂

火
の
用
心

フ
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
寝
た
ば
、
」
や
た
ば
、
」
の
投
げ
捨

て
を
し
な
い

②
子
供
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ

ー
で
遊
ば
せ
な
い

③
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を

し
な
い

④
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ

の
場
を
は
な
れ
な
い

⑤
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い

⑥
ふ
ろ
の
空
だ
き
を
し
な
い

⑦
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
を
近
づ
け
な
い

中央・なかちく公民館各種講座のご案内

合54-3161) 

教 室 名 内 F空仁会3マl 期 間 対象・定員 講師(敬称略)

手づくりの昧
添加物を使わないパン・ケーキづ 11月17日以)-12月22日閃

パン・ケーキづくり入門
くり教室です。 火曜日 婦人

虞中 恵子
お母さんの味と向くもりを子供た 午前9時30分-12時 30人

ちに。(材料費:3，000円) 計 5回

小倉百人一首
初心者の方を対象に、百人一首の 11月12日附-12月17日同

カ、 る た 教 F皐』
取り方、遊び方を楽しく学び、仲 木曜日 成人

野口 弘満
間作りをします。 午後l時30分-3時30分 30人

(資料代:100円) 計 5回

だれにでもできる
ぜひこの機会に受講しませんか。 11月16日(月)-2月8日(月)

成人

俳句入門講座
俳句の基礎から楽しく学びます。 月曜日

(初，心者) 山口 正
初心者の方特に歓迎します。 午前10時-12時

(資料代:100円) 計10回
30人

(幸町25-33E 主辺明司主・

ft53-1376) 

教 室 名 内 空F口会マ 期 関 対象・定員 講師(敬称略)

季節の行事や、遊びをテーマに版 11月21日-12月20日

子ども版画 画て、、カレンタゃーをつくります。 毎週土曜日 5回 小学3年生
成瀬 勝

カレンダー教室 (教材費1，000円) ※最終回のみ日曜日 以上 24人

午後2時-4時

(松並T丁目246-5~事量玄e曹司宮司・

- 16-

11月9日(月) 受講料は無料(教材費は実費)

往復ハガキに、住所・氏名・年齢(学校名、学年)・性別・電話・希望する講座を一葉に

-講座を書いて申 し込んでくださし、。申込多数の場合は抽選します。

申し込み・問い合わせ 各公民館へ

申込期限

申込方法



平成 4年11月号広報おおUら

大
村
市
交
通
安
全
協
会

婦
人
受
通
指
導
員

応
募
資
格

①
凶
歳
か
ら
幻
歳
ま
で
の
未
婚
の

女
性
(
卒
業
見
込
を
含
む
)

②
高
卒
程
度
の
学
歴
を
有
す
る
人

③
市
内
居
住
者

応
募
締
め
切
り

口
月
初
日
働

提
出
書
類

履
歴
書

(写
真
)、

身
体
検
査
診
断
書
、
住
民
票
記
載

事
項
証
明
書

詳
し
く
は
、
大
村
市
交
通
安
全

協
会
(
宮
@
9
8
8
9
)
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

'ν
 ワ、一vコり者

回
一手
日

3

園、4
H
M

第
・
お
参

消

防

士

県
央
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合

(
大
村

・
諌
早
な
ど
2
市
叩
町
)

管
内
の
消
防
署
に
勤
務
し
ま
す
。

資
格

高
校
卒
業
者
(
見
込
み
)

で
、
平
成
5
年
4
月
1
日
現
在
日

歳
以
上
お
歳
未
満
の
男
子

申
込
期
間

口
月
1
日
田
i
お
日

附申
込
方
法

所
定
の
申
込
書

(大

村
消
防
署
に
あ
り
ま
す
)
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
総
務
課

(宮
⑫
0
1
1
9
内
線
幻
)

県
立
農
業
経
営

大
学
校
学
生

科
目

野
菜
花
き
、
果
樹
、

畜
産

授
業
内
容
等
・

パ
イ
テ
ク

・
情

報
処
理
教
育
の
推
進

・
先
進
農
家

留
学
研
修

・
各
種
免
許
資
格
の
取

得

・
修
業
年
限
2
年

・
短
期
大
学

卒
業
と
同
等
・
全
寮
制

申
込
期
間
・

1
期
:
・
ロ
月
刊
日

側
l
平
成
5
年
1
月
日
日
明

・
2
期
・
:
平
成
5
年
2
月
1
日
明

1
2
月
初
日
働

申
込
先

大
村
農
業
改
良
普
及
所

(
鬼
橋
町
宮
@
8
0
1
0
)

問
い
合
わ
せ

県
立
農
業
経
営
大

学
校
(
諌
早
市
小
船
越
町
宮
③
1

0
1
6
)
 

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生

l
mM
月コ
ー
ス
ー

内

容

・

パ
ソ
コ
ン
ワ
ー
プ
ロ
入

門

(
一
太
郎

・
初
級
)

・
パ
ソ

コ

ン
ワ
ー
プ
ロ
基
礎
(
一
太
郎

・
中

級
)
・
ベ
ー
シ

ッ
ク
入
門
・
デ
ー

タ
ベ
ー
ス

(
d
B
A
S
E
田
中
級
)

・
T
I
G
溶
接
・
建
築
配
管
技
能

昨年のおにぎりコンクールより

毎年恒例となりましたおにぎりコ

ンクールを次のとおり聞きます。皆

さんふるってご参加ください。

日時 11月29日(日)

場所 大村市農協会館

編成 ①小学生の部一.1チーム 5人

②中学生の部一.1チーム 5人

③ファミリ ーの部...1チーム

親子で 2人

※参加申込書は各地区子供会育成会

長の所にあります。

申込期限 11月21日(土)

問い合わせ 農林水産課農政係

検
定
準
備
講
習
(
1
級
実
技
)
・
建

築
配
管
技
能
検
定
準
備
講
習
(
2

級
実
技
)

・
2
級
ポ
イ
ラ

・

v
D

T
作
業
の
労
働
衛
生
・
足
場
組
立

解
体
作
業
主
任
者
講
習

申
込
期
間

口
月
2
日
開
i
m
日

働申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

長
崎
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー

(諌

早
市
小
船
越
町
宮
②
2
3
2
3
)

自
衛
隊
生
徒

資
格

中
卒
(
見
込
み
)
で
口
歳

未
満
の
男
子

申
込
期
間
口
月
2
日
叩
l
平
成

5
年
1
月
4
日
制

試
験

5
年
1
月

5
日

ω

試
験
場

大
村
商
工
会
議
所

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
大
村
募
集
事
務
所
(
宮

@
6
2
1
7
)
 

レ
ク
、
タ
ン
ス
グ
ル
ー
プ

ダ
ン
ス
を
と
お
し
て
、
心
と
体

を
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
グ
リ
ズ
ム
に
の

っ
て
体
を
動
か
し
快
適
な
汗
を
流

し
ま
せ
ん
か
。
誰
で
も
気
軽
に
参

加
で
き
る
楽
し
い
グ
ル
ー
プ
で
す
。

例
会

毎
月
第
3

・
4
水
曜
日
、

午
前
9
時
初
分
1
日
時

場
所

中
地
区
公
民
館

会
費

月
額
5
0
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

吉
良

(
宮
@
6
8
5
6
)

布
の
花
グ
ル
ー
プ

場 午 日 に
所 前 時 花生
10 を i舌
中時毎 .グに
士也 1月 ゆ
区 12第と
公時 1 り
民 ・ と
館第潤

3 し、

金を
H翠 .グ
日-C.、

種別 住宅名 戸数 間取り 家賃(月額・円)

竹 キ公 2 3DK 15，200-17，000 
1 
i也 田 2 3DK 15，500 

一 城 1 3DK 25，200 
種
松並第一 1 3DK 30，000 

池田第一 1 2K 2，800 

2 池田第二 1 2K 2，800 

城 1 3DK 18，200 

原口アノ4ート 2 3DK 19，200-20，500 

種 松 原 1 3DK 20，500 

古賀島 1 3DK 25，500 

市営住宅入居者

会
費

月
額
1
、
6
0
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

和
田
(
宮
@
6
0
1
7
)

家
庭
園
芸
愛
好
会

〈
云
=
貝

あ
な
た
の
お
庭
は
、
グ
リ
ー
ン

が
生
き
生
き
し
て
い
ま
す
か
。

お
花
と
盆
栽
の
好
き
な
あ
な
た

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対
象

市
内
在
住
者
で
男
女
年
齢

「
、

回
M
e

一/

宵

μ

場
所

市
コ
ミ
セ
ン

申
し
込
み

随
時

例
会

第
1

・
第
3
火
曜
日
、
午

前
9
時

ω分
l
u
時

会
費

月
5
0
0
円
(
入
会
金
な

し
)
年
に

1
回
熊
本
植
木
市
研
修

旅
行
あ
り
。

指
導
者

連
絡
先

五
反
田
先
生

森

(@
0
8
7
7

入居資格

①市内に住所または勤務場所を有する人。

②現に同居 し、または同居しようとする

親族(未届けでも、 事実上婚姻関係と

同様の人、そのほか婚約者を含む)が

あること。

③独立の生計を営み、かつ家賃および敷

金を支払う能力のある人。

④収入制限があります。

申込期限 11月7日(士)

申し込み ・問い合わせ 建築課住宅係
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土木の日キャンペーン

「ブアミリー見学会」参加者募集
雲仙・普賢岳も見学/

日
月
時
日
は

「土
木
の
日
」
で

す
。
県
内
の
公
共
土
木
事
業
が
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
ど
の
よ
う
に

役
立

っ
て
い
る
か
を
知

っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
実
際
の
土
木
現
場

を
パ
ス
で
見
学
し
な
が
ら

「土
木
」

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
ツ
ア
ー
で
す
。

今
大
き
な
関
心
を
呼
ん
で
い
る

雲
仙
普
賢
岳
見
学
も
計
画
し
て
い

ま
す
。
ク
イ
ズ
大
会
な
ど
楽
し
い
催
し

物
も
い

っ
ぱ
い
/

参
加
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日

日
月
日
日
田

集
合
場
所
お
よ
び
時
間

大
村
市

役
所
9
時
加
分

募
集
対
象
者

親
子
(
子
供
だ
け

の
参
加
の
場
合
は
中
学
生
以
上
)

今も活発な活動を続ける雲仙・普賢岳

(今年 5月雲仙より)

募
集
人
員

卯
人

申
込
方
法

住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
明
記
の
う
え
、
ハ
ガ
キ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
眼
目
月
刊
日

ω(叩
日

の
消
印
有
効
)

持
参
す
る
も
の

筆
記
用
具
水
筒

※
昼
食
弁
当
は
無
料
配
布
し
ま
す
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
せ

ん
の
う
え
、
日
日
に
電
話
で
通

知
し
ま
す
。

行
程

大
村
市
役
所
(
午
前
9
時

却
分
)
発
i
長
崎
バ
イ
パ
ス
|
日

見
バ
イ
パ
ス
(
ト
ン
、
糸
ル
工
事
現

場
見
学
)
本
明
川
河
川
敷

・
昼

食
イ
ベ
ン
ト

(
午
前
日
時
初
分
i

u時
叩
分

)
l
雲
仙
普
賢
岳
水
無

川
|
帰
途
(
午
後
5
時
却
分
予
定
)

主
催

長
崎
県

「土
木
の
日
」
実

行
委
員
会

共
催

大
村
市

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
村
市
役
所
建
設
部
土
木
課
(
玖

島
1
丁
目
お
番
地
宮
@
4
1
1
1

内
線
4
2
1
1
5
)

思~rn窪偲@鹿Q~お
臨調闘毘ス鵡一切大禽

ス
ポ

ツ

10月10目、各地区代表によ

るソフトボル (男子〉 ・パ

レ ボール(女子〉・綱引き・
ゲートボール競技の熱戦がく

りひろげられまし芝口

成績はさE記の通りです。

ソフトボール

。ソフトポール
①竹松本町第2

②岩舟

@バレーボール
①木場

②沖田町

。縞引き
〈町内単位の部〉

関)①西 部

②溝陸

伎)⑦西部

②溝陸

〈職場・グループの部〉

傍ゆSPクラブ
②イーグルス久原

伎)⑦ひぎわり

。ゲートポール
①小路口光

②西小路

仰
制
度
『
体
育
功
労
賞
』
『
ス
ポ
ー
ツ
賞
』

- 18-

に

m個
人
・

3
団
体

ゲートボール

こ
の
ほ
ど
、
本
市
の
社
会
体
育

の
普
及
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
方
や

ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍
さ
れ
た
叩
個
人
、

3
団
体
に

「体
育
功
労
賞
」「「
ス

ポ
ー
ツ
賞
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
次
の

方

々

で

す

。

(

敬

称

略

)

。
体
育
功
労
賞

V
大
坪
敏
哉
(
原
口
町
)

大
村
市
水
泳
連
盟
理
事

V
三
島
武
士
(
諏
訪
1
丁
目
)

大
村
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
理
事

V
福
田
政
弘
(
玖
島
3
丁
目
)

大
村
市
陸
上
競
技
協
会
理
事

V
大
塚
義
光
(
岩
松
町
)

大
村
市
車
球
協
会
理
事

@
ス
ポ
ー
ツ
賞

V
辻
敏
憲
(
草
場
町
)

漕
艇
H
H
成
年
男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ

ル
の
部
九
州
大
会
優
勝

つな引き

mu秋
季
市
民
テ
ニ
ス

大
会
(
ダ
ブ
ル
ス
)

期

日

・

日
月
日
日
制
・
:一

般
男

子
B
・
同
女
子
B

-n日
日
:
・
一
般
男
子
A
・
同
女

子
A(お
日
側
予
備
日
)

場
所

市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

参
加
資
格

市
内
在
住
者
お
よ
び

市
内
勤
務
者

V
山
本
義
晃
(
陰
平
町
)

同
V
鶴
亦
雄
(
木
場
1
丁
目
)

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
1
壮
年
男
子
の

部
九
州
大
会
優
勝

V
野
平
八
郎
(
諏
訪
1
丁
目
)

同
V
片
岡
重
明
(
久
原
1
丁
目
)

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ー

ω歳
以
上
男

子
ダ
ブ
ル
ス
の
部
九
州
大
会
準

優
勝

V
大
村
高
校
漕
艇
部
女
子

舵
手
付
フ
ォ
ア

1
九
州
高
校
体

育
大
会
準
優
勝

V
大
村
園
芸
高
校
漕
艇
部
女
子

舵
手
付
フ
ォ
ア

1
九
州
大
会
準

優
勝

V
大
村
キ
ャ
ロ
ッ
ト
F
・
C

マ
マ
さ
ん
サ

ッ
カ
ー
H
H
九
州
大

会
準
優
勝

参
加
料

2
、
0
0
0
円

(
た
だ

し
協
会
員
1
、
5
0
0
円
)

申
込
期
眼

目
月
3
日

ω、
午
後

7
時
ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
村
市
テ

ニ
ス
協
会

・
広
滝

(
杭
出
津
2
丁
目
色
@
7
6
8
6
)

(
参
加
料
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
)

注
意
参
加
料
は
不
参
加
の
場
合

で
も
返
却
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
申

込
後
の
変
更
は
認
め
ま
せ
ん
。

4 
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市
民
野
球
大
会

期
日

日
月
日
日
目

場

所

市

営
野
球
場
ほ
か

チ
ー
ム
編
成

町
内
単
位

・
ク
ラ

ブ
チ
l
ム

(協
会
登
録
選
手
は
1

チ
l
ム
3
人
ま
で
参
加
で
き
ま
す
)

参
加
料

5
、

0
0

0
円

締
め
切
り

口
月
刊
日

ω

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
野
球
協
会
(
宮
(⑪
4

1
1

1

内
線
2
1
3
津
田
)

少
年
剣
道
大
会

ロ
月
6
日
制

市
民
体
育
館

・
団
体
戦

・
個
人
戦

・
紅

期
日
場
所
種
目
白
戦
申
込
期
限

日
月
刊
日
同

※
申
込
用
紙
は
、
各
道
場
へ
送
付

し
ま
す。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

体
育
課

ご
寄
寸{
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
好
意

(
敬
称
略
)

。
香
典
返
し

社
会
福
祉
基
金
へ

V
西
勉
(
水
主
町
2
丁
目
)
叩
万
円

V
井
石
キ
ワ
(
木
場
1
丁
目
)

5

万
円
V
緒
方
量
一
俊
(
沖
田
町
)

5
万
円

V
広
岡
俊
雄
(
諏
訪
1
丁
目
)
印

万
円
社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

マ
内
藤
三
一
次
(
久
原
1
丁
目
)

5

万
円
V
徳
山
タ
ケ
ミ
(
岩
松
町
)
刊
万
円

V
松
下
亨
(
諏
訪
3
丁
目
)
8
万
円

V
川
村
勝
信
(
古
賀
島
町
)
叩
万
円

V
岩
崎
静
男
(
今
村
町
)
3
万
円

V
柳
原
洋
子
(
武
部
町
)
叩
万
円

交
通
安
全
協
会
、
交
通
安
全
運
動

資
金
へ

V
平
田
学
(
宮
代
町
)
叩
万
円

。
一
般
寄
付

大
村
小
学
校
へ

V
松
村
学
(
玖
島
2
丁
目
)
室
内

照
明
灯
3
万
円
相
当

V
前
舟
津
老
人
会
1
ぞ
う
き
ん

旭
が
丘
小
学
校
へ

V
森
重
雄
(
木
場
2
丁
目
)
池
用

漉
過
機
5
万
円
相
当

V
小
川
悦
孝
(
木
場
1
丁
目
)
作

業
用
一
輪
車
5
台

V
木
場
老
人
ク
ラ
ブ
長
寿
会
H
H
ぞ

う
き
ん

清
和
圏
へ

V
日
本
た
ば
、
」
産
業
側

1
た
ば
、
」

V
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
l
ト
末
吉
庖
l

テ
ィ
ッ
シ

ュ

V
池
田
常
雄
(
向
木
場
町
)
生
花

V
山
口
商
庖
l
果
物

V
親
奉
会
(
森
安
太
郎
・
中
島
松

一
・
末
長
辰
夫

・
松
尾
謙
)
理
容

奉
仕
V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

1
清
掃

奉
仕
ほ
か

V
富
永
美
容
室
l
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ

ド
レ
ス

社
会
福
祉
基
金
へ

V
寿
々
木
松
子
(
原
口
町

)ω
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
大
村
市
銀
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
協
会

H
H
3

万
円

V
寿
々
木
松
子
(
原
口
町
)
印
万
円

V
大
村
高
校
1
年
7
組
1
1
万
2

千
6
2
6
円

大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町
)

1
万
円

V
サ
カ
タ
鮒

1
花
火

V
フ
ラ
ン
ソ
ワ
本
町
庖
l
パ
ン

V
肉
の
ふ
じ
た
総
本
底

1
ウ
イ
ン

ナ

!
V
焼
き
鳥
串
源

l
ス

(嬉
野
町
)
ジ

ユ

V
海
上
自
衛
隊
航
空
基
地
第
幻
航

空
群
上
曹
会
l
慰
問

V
松
尾
昭
二

(
寿
古
町
)
1
万
円

V
中
島
洋
彦
(
寿
古
町
)
1
万
5

千
円
V
菊
井
薫
(
松
並
2
丁
目
)
文
具

V
黒
木
医
院
l
図
書

V
中
嶋
健
男
(
久
原
1
丁
目
)
キ

ャ
ン
プ
招
待
ほ
か

鈴
田
の
里
学
園
へ

V
渡
辺
健
市
(
陰
平
町
)
す
い
か

V
中
尾
義
秋
(
陰
平
町
)
じ
ゃ
が

し
も
V
吉
原
工
業
側
l
衣
類

光
と
緑
の
園
向
陽
寮
へ

V
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
f
A
E
H
H
ゴ

ム
ボ
ー
ト
試
乗
会
招
待

V
天
理
教
婦
人
部
l
奉
仕

V
海
上
自
衛
隊
大
村
航
空
隊
l
奉

仕光
と
緑
の
園
乳
児
院
へ

V
美
容
室
へ
ア
メ
イ
ク

M
l
理
容

奉
仕
V
海
上
自
衛
隊
大
村
航
空
隊
l
奉

仕サ
ン
ラ
イ
フ
へ

V
大
村
遊
漁
組
合
l
魚

V
松
尾
平

一

(
京
都
市
左
京
区
城

土
寺
町
)
と
こ
ろ
天

V
寿
々
木
松
子
(
原
口
町
)
叩
万

円V
永
湖
ま
ん
じ
ゅ
う
本
舗
1
ま
ん

じ
ゅ
n

フ

V
八
百
継
l
果
物

泉
の
里
へ

V
永
測
ま
ん
じ
ゅ
う
本
舗
H
H
ま
ん

じ
ゅ
F

フ

V
大
川
田
老
人
会

1
奉
仕

V
田
中
夕
、
不
(
鬼
橋
町
)

一
輪
さ

し

・
お
手
玉

V
中
尾
勘
悟

(東
本
町
)
写
真
集

V
川
上
国
喜
(
徳
泉
川
内
町
)
花

V
田
尻
ヨ
シ
(
諏
訪
2
丁
目
)
健

康
茶
V
パ
ピ
オ
タ
ジ
マ

l
ド
ラ
イ
ヤ

V
日
本
た
ば
こ
産
業
側
l
た
ば
、
」

V
井
手
広
文
(
皆
同
町
)
慰
問

V
寿
々
木
松
子
(
原
口
町
)
叩
万

円V
池
田
常
雄
(
向
木
場
町
)
花

V
貴
船
た
だ
し
(
岡
山
県
倉
田
)

寸
出
回
り

原
4
Hド

V
芳
文
会
H
H
慰
問
・

1
万
円

V
藤
間
勘
己
満
(
沖
田
町
)
慰
問

.
1
万
円

V
吉
田
文
枝
(
西
三
一
城
町
)
1
万

円V
古
町
5
区
町
内
会
l
3
千
円

V
大
川
田
老
人
会
H
H
奉
仕

V
大
村
市
民
踊
協
会

1
3
万
円

V
平
山
鶴
夫
(
木
場
1
丁
目
)
と

う
が
ん

V
松
尾
ス
ヤ
子
(
池
田
郷
)

5
万

円V
坂
本
浩
(
徳
泉
川
内
町
)
さ
つ

ま
し
も

V
徳
泉
川
内
町
老
人
会
l
奉
仕

V
鈴
木
・
和
田

・
好
田
・
平

・
井

手
理
容
院

1
理
容
奉
仕

慈
恵
荘
へ

V
内
藤
勲
(
久
原
1
丁
目
)

円

V
寿
々
木
松
子

円V
田
中
夕
、
不
(
鬼
橋
町
)
お
手
玉

V
板
橋
養
鶏
場

1
冷
凍
卯

V
松
原
ト
シ

エ

(
久
原
1
丁
目
)

菓
子
・
じ
ゃ
が
い
も

V
田
尻
ヨ
シ
(
諏
訪
2
丁
目
)
健

康
茶
V
日
本
タ
バ

コ
産
業
側
H
H

た
ば
こ

V
原
生
花
庖
l
花
・
盛
花

V
博
多
菱
冷
l
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

V
永
湖
ま
ん
じ
ゅ
う
庖
H
H
ま
ん
じ

ゅ
p

フ

(
原
口
町
)

初
万

V
ニュ

l
モ
ラ
ル
婦
人
部

1
奉
仕

V
芳
文
会
リ
舞
踊
慰
問

V
郡
中
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
l
慰
問

V
郡
中
生
徒
l
朗
読

V
大
村
市
理
容
組
合
l
奉
仕

V
東
大
村
小
学
校
l
慰
問

大
村
市
身
体
障
害
者
連
合
会
へ

V
岩
崎
チ
エ

(
今
村
町
)

2
万
円

V
城
山
勝
次
(
日
泊
町
)
1
万
円

宝
樹
苑
へ

V
浜
野
鮮
魚
底

l
鮮
魚

雲
仙
・
普
賢
岳

噴
火
災
害
義
援
金

日
月
日
日
現
在

m万

V
福
重
地
区
町
内
会
長
会

1
3
万

円V
中
島
シ
ヅ

エ

千
円

(
松
原
本
町
)

3



カレジター11月の
竹
月
は
、市
県
民
税

(
3期)、
国
民
健
康
保
険
税

(
5期
〉
の
納
期
で
す
。
(
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
)

4日 当番医 15日 当番医

(日)
(内・呼)!:もなが内科クリニック杭出津2丁目E⑪5000 (日)

(胃・内)津田胃腸科内科医院小路口本町 宮@1507

(耳) わたなべ耳鼻咽喉科杭出津2丁目宮@2003 (耳) 海江田医院東本町 宮⑫3329

1 7(日火)安産教室 ~ラマーズ法を練習しましょう~ 乳幼児健康相談 鈴田出張所 ⑧9:30-11:00

2日 市役所 9 : 30-11 : 00 ⑧ 9 : 30まで

(月)
⑮母子健康手帳、ズボン 18日 妊婦教室(3) 中地区公民館 13 : 00 -16 : 00 
一般健康相談市役所 13: 00-16 : 00 (水) ⑮母子健康子帳
⑮血圧測定 ・みそ汁の塩分濃度測定はか

3日 当番医
3歳児健康診査 大村保健所

(内・消)南野内科消化器科医院 東三城町 宮@3731
⑧9 : 30-10 : 00、13: 00-13 : 30 

(火・祝) 19日 ⑨平成元年5月生まれ (63年11月~元年4月生まれ
(整) 松永整形外科医院西大村本町 ft@5864自ft@4300

(木) てや、まだ受けていない人も受診してください)

4日 妊婦教室(1) 中地区公民館 13 : 00-16 : 00 
@母子健康子帳、問診票

(水)
⑮母子健康手帳 定期巡回献血 市役所 9 :.30-12: 00 

乳幼児健康相談福重出張所 ⑧13: 30-15 : 00 

20日
明日の親のだめの学級(6)

成人の健康相談 福祉センター 13 : 00-15 : 00 

6日 市コミセン 13 : 00 -16 : 00 
(翁 @⑪...6日働と同じ

信自 成人の健康相談 福祉センター 13 : 00-15 : 00 21 (日土) 耳とことばの相談 福祉センター 13 : 00-15 : 00 
⑮40歳以上⑮血圧測定・みそ汁の塩分濃度ì~IJ定ほか

8日 当番医 22日 当番医

(日)
(内)早田内科医院竹松本町 宮@3530

(日)
(内)近 藤 医 院 東本町 宮⑪1166

(整)牟田整形外科医院古町2丁目 宮(@4501 (耳)山口耳鼻咽喉科医院 東本町 宮⑫2706

乳却児健康相談市コミセン
当番医

10巴 ⑧ 9 : 30-11 : 00、13: 30 -15 : 00 23日
⑮離乳食教室 10 : 30-15 : 00 

(内)川本内科医院久原1丁目 宮~5675

(火) 明日の親のだめの学級(ア)
(月・祝) (眼)計屋眼科医院古町1丁目 宮②6888

市コミセン 18 : 30-20 : 00 
妊婦教室凶) 中地区公民館 13 : 00-16 : 00 25日

4歳6か月児健康診査 市コミセン
(水)
⑧母子健康子帳

⑧13:00-13:30 

竹田 ⑮平成3年4月生まれ(2年11月-3年3月生まれ 26日 機能訓練根気の会 市コミセン 10 : 00-13 : 30 てや、まだ受けていない人も受診してください)
(*) ⑮母子健康手帳、問診票、歯ブラシ (本) ⑮調理実習

妊婦教室(2) 中地区公民館 13 : 00-16 : 00 

⑮母子健康手帳 29日 当番医

1 2(日本) 機能訓練根気の会 福祉センタ- 13: 30-15 : 30 (日)
(内・呼)おおつか内科医院 西三城町 宮@8080

(産) おび産婦人科医院本 町 宮~1103

明日の親のだめの学級(8)
30(日月) 乳泊兜健康相談 三浦出張所 ⑧9: 30-11 : 00 

市コミセン 9 : 30-13 : 00 

13日 ⑮母子健康手帳、エプロン

(劃 1 j歳6か月児健康診査
略号の説明 ⑨…対象 ⑧…受け付け ⑮...内容

市コミセン ⑧13 : 00-13 : 30 ⑮・・・持ってくるもの

⑪⑮…11日(水)と同じ 当番医の診療時間 9 : 00-18 : 00 
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人口の動き

10月T日現在
人口 計 75.422

(+ 116) 

36，081 
(+63) 

39，341 
(+53) 

男

女

市民相談コーナー(秘書広報課)ですべて無料で行っています。

お気軽にご相談下さい。

人権相談 ( 5日 ・木 10: 00-15 : 00) 

行政相談 (12日・木 9: 30-12 : 00) 

法律相談 (18日・水 10: 00-15 : 00) 
(申し込みガ10人になり次第締め切ります)

~通事故相談 (24日・火 10 : 00-16 : 00) 
年金相談 (25日 ・水 10: 00-15 : 00) 

不 動産相談 (27日・金 13: 00-16 : 00) 

※受け付けは午前8時30分より行っています。

竹
月
の
定
例
相
談
日‘ 23，532 

(+39) 

)内は前月比

世帯数

- 20-

11月の大村ボート (19日-23日、 27日-30日)


	199211-p01
	199211-p02-05
	199211-p06-09
	199211-p10-11
	199211-p12-13
	199211-p14-20

